




























































までの 7 年間さまざまな印刷?出版活動を展開した 2?安藤は新民印書館の編






























































1950 年代前半は?安藤と周あわせて 3 通?No,2-4?のやりとりがある?書簡が
最も集中しているのが?1960 年から 1965 年にかけてである?特に 1961 年は
25 通?No,9-33?と最も多く?1962 から 65 年までは各年およそ 10 通前後の往
来が確認できる?これら書簡については?筆者が?早稲田大学會津八一記念博



















ている?No,7?9??1962 年 9 月には?早稲田大学海外研究員として安藤はフ
ランス?イタリア?ギリシアなど半年以上に及ぶ欧州旅行へと出かけている?
No,46?47?48 は?滞欧中のやり取りで安藤のパリでの投宿先に届けられてい
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10　小川利康編?周作人?松枝茂夫往来書簡戦前篇?1??2??3??戦後篇???文化論集?第 30?
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1 安藤 1 1943 年 3 月 22 日 封書　便箋 10 枚 墨書 Vol,19 掲載
2 安藤 2 1951 年 11 月 17 日 封書　便箋 2 枚 墨書 Vol,19 掲載
3 周 1 1952 年 9 月 21 日 封書　便箋 2 枚 墨書 Vol,18 掲載
4 周 2 1954 年 4 月 13 日 封書　便箋 1 枚 墨書 Vol,18 掲載
5 周 3 1960 年 10 月 6 日 封書　便箋 2 枚 墨書 Vol,18 掲載
6 安藤 3 1960 年 10 月 19 日 封書　便箋 6 枚 墨書 Vol,18 掲載
7 周 4 1960 年 11 月 19 日 封書　便箋 2 枚 墨書 Vol,18 掲載
8 安藤 4 1960 年 12 月 1 日 封書　便箋 4 枚 墨書 Vol,18 掲載
9 周 5 1961 年 1 月 2 日 封書　便箋 1 枚 墨書 Vol,18 掲載
10 安藤 5 1961 年 1 月 17 日 封書　便箋 2 枚 ペン書き Vol,18 掲載
11 周 6 1961 年 1 月 17 日 封書　便箋 1 枚 墨書 Vol,18 掲載
12 周 7 1961 年 2 月 4 日 封書　便箋 2 枚 墨書 Vol,18 掲載
13 安藤 6 1961 年 2 月 6 日 封書　便箋 3 枚 墨書 Vol,18 掲載
14 安藤 7 1961 年 2 月 12 日 封書　便箋 1 枚 ペン書き Vol,18 掲載
15 周 8 1961 年 3 月 9 日 封書　便箋 2 枚 墨書 Vol,18 掲載
16 安藤 8 1961 年 3 月 20 日 封書　便箋 4 枚 ペン書き Vol,18 掲載
17 周 9 1961 年 4 月 19 日 封書　便箋 1 枚 墨書 Vol,18 掲載
18 安藤 9 1961 年 4 月 27 日 封書　便箋 2 枚 ペン書き Vol,19 掲載
19 安藤 10 1961 年 5 月 10 日 封書欠便箋 1 枚 ペン書き Vol,19 掲載
20 周 10 1961 年 5 月 11 日 封書　便箋 2 枚 墨書 Vol,18 掲載
21 安藤 11 1961 年 6 月 5 日 封書　便箋 2 枚 ペン書き Vol,18 掲載
22 周 11 1961 年 7 月 1 日 封書　便箋 1 枚 墨書 Vol,18 掲載
23 周 12 1961 年 7 月 8 日 封書　便箋 2 枚 墨書 Vol,18 掲載
24 安藤 12 1961 年 8 月 3 日 封書　便箋 3 枚 墨書 Vol,19 掲載
25 周 13 1961 年 8 月 30 日 封書　便箋 1 枚 墨書 Vol,18 掲載
26 周 14 1961 年 9 月 29 日 封書　便箋 1 枚 墨書 Vol,18 掲載
27 安藤 13 1961 年 10 月 8 日 封書　便箋 2 枚 ペン書き Vol,18 掲載
28 周 15 1961 年 11 月 6 日 封書　便箋 1 枚 墨書 Vol,18 掲載
29 周 16 1961 年 11 月 10 日 封書　便箋 1 枚 墨書 Vol,18 掲載
30 安藤 14 1961 年 12 月 3 日 封書　便箋 4 枚 墨書 Vol,19 掲載
31 周 17 1961 年 12 月 14 日 封書　便箋 1 枚 墨書 Vol,18 掲載
32 安藤 15 1961 年 12 月 16 日 封書　便箋 3 枚 墨書 Vol,19 掲載
33 周 18 1961 年 12 月 27 日付 封書　便箋 墨書 Vol,18 掲載
34 安藤 16 1962 年 1 月 1 日 封書　便箋 3 枚 ペン書き Vol,19 掲載
35 周 19 1962 年 1 月 20 日 封書　便箋 1 枚 墨書 Vol,19 掲載
36 周 20 1962 年 2 月 8 日 封書　便箋 1 枚 墨書 Vol,19 掲載
37 安藤 17 1962 年 3 月 19 日 封書　便箋 1 枚 ペン書き Vol,18 掲載
38 周 21 1962 年 4 月 16 日 封書　便箋 4 枚 墨書 Vol,19 掲載
39 周 22 1962 年 4 月 22 日 封書　便箋 1 枚 墨書 Vol,19 掲載
40 安藤 18 1962 年 4 月 28 日 封書　巻紙 墨書 Vol,19 掲載
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41 安藤 19 1962 年 4 月 30 日 封書　便箋 3 枚 墨書 Vol,19 掲載
42 周 23 1962 年 5 月 23 日 封書　便箋 2 枚 墨書 Vol,19 掲載
43 周 24 1962 年 7 月 13 日 封書　便箋 1 枚 墨書 Vol,19 掲載
44 安藤 20 1962 年 8 月 13 日 封書　便箋 3 枚 ペン書き Vol,19 掲載
45 周 25 1962 年 9 月 20 日 封書　便箋 1 枚 墨書 Vol,19 掲載
46 周 26 1962 年 10 月 30 日 封書　便箋 1 枚 墨書 Vol,19 掲載
47 周 27 1962 年 11 月 8 日 封書　便箋 1 枚 墨書 Vol,19 掲載
48 安藤 21 1962 年 11 月 18 日 葉書 ペン書き Vol,19 掲載
49 周 28 1963 年 5 月 6 日 封書　便箋 1 枚 墨書 Vol,19 掲載
50 安藤 22 1963 年 6 月 2 日 封書欠　便箋 2 枚 ペン書き Vol,19 掲載
51 周 29 1963 年 6 月 19 日 封書　便箋 2 枚 墨書 Vol,19 掲載
52 周 30 1963 年 6 月 30 日 封書　便箋 1 枚 墨書 Vol,19 掲載
53 安藤 23 1963 年 7 月 2 日 封書　便箋 1 枚 ペン書き Vol,20 掲載
54 安藤 24 1963 年 7 月 25 日 封書　便箋 2 枚 ペン書き Vol,20 掲載
55 周 31 1963 年 7 月 27 日 封書　便箋 3 枚 墨書 Vol,20 掲載
56 周 32 1963 年 8 月 10 日 封書　便箋 2 枚 墨書 Vol,20 掲載
57 周 33 1963 年 8 月 17 日 封書　便箋 1 枚 墨書 Vol,20 掲載
58 安藤 25 1963 年 9 月 11 日 封書　便箋 3 枚 墨書 Vol,20 掲載
59 周 34 1963 年 10 月 21 日 封書　便箋 3 枚 墨書 Vol,20 掲載
60 安藤 26 1964 年 1 月 1 日 葉書?賀状? ペン書き Vol,20 掲載
61 周 35 1964 年 1 月 24 日 封書　便箋 1 枚 墨書 Vol,20 掲載
62 安藤 27 1964 年 2 月 15 日 封書　便箋 1 枚 ペン書き Vol,20 掲載
63 周 36 1964 年 3 月 9 日 封書　便箋 1 枚 墨書 Vol,20 掲載
64 安藤 28 1964 年 3 月 17 日 封書　便箋 1 枚 ペン書き Vol,20 掲載
65 周 37 1964 年 3 月 23 日 封書　便箋 2 枚 墨書 Vol,20 掲載
66 周 38 1964 年 8 月 9 日付 封書　便箋 1 枚 墨書 Vol,20 掲載
67 周 39 1964 年 10 月 25 日 封書　便箋 1 枚 墨書 Vol,20 掲載
68 安藤 29 1964 年 11 月 7 日 封書　便箋 2 枚 ペン書き Vol,20 掲載
69 周 40 1965 年月日不明 封書　便箋 1 枚 墨書 Vol,18 掲載
70 周 41 1965 年 1 月 2 日 封書　便箋 2 枚 墨書 Vol,20 掲載
71 安藤 30 1965 年 1 月 9 日 封書　便箋 1 枚 ペン書き Vol,20 掲載
72 周 42 1965 年 2 月 6 日 封書　便箋 1 枚 墨書 Vol,20 掲載
73 周 43 1965 年 4 月 30 日 封書　便箋 1 枚 墨書 Vol,20 掲載
74 安藤 31 1965 年 5 月 25 日 封書　便箋 2 枚 ペン書き Vol,20 掲載
75 周 44 1965 年 6 月 6 日 封書　便箋 3 枚 墨書 Vol,20 掲載
76 周 45 1965 年 6 月 7 日 封書　便箋 1 枚 墨書 Vol,20 掲載
77 周 46 1965 年 7 月 6 日 封書　便箋 1 枚 墨書 Vol,20 掲載
78 安藤 32 1965 年 7 月 24 日 封書　便箋 4 枚 墨書 Vol,20 掲載
79 周 47 1965 年 8 月 7 日 封書　便箋 1 枚 墨書 Vol,20 掲載
参考 安藤 33 1961 年 8 月 17 日 封書のみ　中身なし
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紹介したい?安藤書簡 No,74?1965 年 5 月 25 日?では?周の書を安藤の知人
が所有しているのをみて?実に羨ましく思ったこと?さらにぜひ自分も周の書




















































































人年譜?12 によれば周は 4 月 10 日より来日し?東亜文化協議会文学部会議に
出席している?4 月 10 日?神戸に到着後京都に移動し?13 日まではほぼ京都
に滞在していたようである?4 月 14 日上午には東京へ移動し?18 日に熱海を
遊覧の後?19 日には東京をはなれている??周作人年譜?を見る限りでは?奈
良に出かけた記録はないが?おそらく関西に滞在していた 4 月 10 日から 13 日
の何時かで奈良の東大寺を訪れたのであろう?それから 2 年後?安藤がみせた
會津の大仏讃歌をみて旧遊の地を思い出し?この詩を書いたという?最後の一
節では?官僚になるのも仏道に入るのも?どちらも時宜を逃してしまった??入
官入道两蹉跎??と嘆じている?
　會津と周はほぼ同時代を生きた文学者であるが?おそらく直接の面識はな
かったことと思われる?二人を師と仰ぐ安藤により?周と會津ふたりの詩歌が
ならぶ冊が生まれたことになる?安藤はこれを?寒斎の宝?として珍重してき
たが?これからは当館の宝となるであろう?
12　張菊香?張鉄栄?周作人年譜??天津人民出版社?2000 年?pp613-615?
??? ??
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　以下に?当資料の概要と會津が揮毫した部分の釈文を掲載する?
會津八一書「東大寺大仏讃歌」【図版 5】
線装本?24 × 17cm?
東大寺大仏讃歌十首并序
天平十三年四月聖武天皇諸国に詔して国分寺を造らしめ十五年十月東大寺に廬
舎那の大像を創めしめたまふその義華厳梵網の所説に拠りたまへるものの如し
予しばしばこの寺に詣で金容遍満の偉観を瞻仰してうたた昔人の雄図に感動せ
ずんばあらずかつて歌一首を成せり曰くおほらかにもろてのゆびをひらかせ
ておほきほとけはあまたらしたりと今日また来りてその宝前に稽首し退いてさ
らに十首を詠じ以て前作の意を広めんとす邦家今や四海に事多し希くは人天斉
しく照鑑してこの聖皇の鴻願をして空しからざらしめんことを
ひんがしの　やまべをけづり　やまをさへ　しぬぎてたてし　これのおほてら
あまたらす　おほきほとけを　きづかむと　こぞりたちけむ　いにしへのひと
みほとけの　うてなのはすの　かがよひに　うかぶ三千だいせんせかい
いちいちの　しやかぞ　いませる千えふ?千葉?の　はちすのうへに　たかしらすかも
あめつちを　しらすみほとけ　とこしへに　さかえむくにと　しきませるかも
くにのむたてらはさかえむてらのむたくにさかえむと　のらせけむかも
いくとせのひとのちからを　ささげこし　おほきほとけは　あふぐべきかな
うちあふぐのきのくまわのさしひぢき　まそほはだらに　はるびさしたり
あまぎらすみてらのいらかあさにけに　をちかたびとのかすみとやみむ
そそりたつ　いらかのしびの　あまつひに　かがやくなべに　くにはさかえむ
昭和十八歳在癸未三月十一日南都客中秋艸道人會津朔　安藤更生先生恵存
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